
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13100㎡ 5300㎡

取得済 未取得

今回のみね新聞は、丸子中山茅ヶ崎線（中原街道・

県道４５号線）の道路整備について取り上げたいと

思います。 

これまで私は、様々な機会を捉えて桜ヶ丘のまち

づくりに関する記事を掲載してまいりました。 

桜ヶ丘のまちづくりを進めるための「鍵」は、丸

子中山茅ヶ崎線街路整備事業であると考えているか

らであります。 

大和市都市計画マスタープランでは、桜ヶ丘駅周

辺を「将来の立体交差化に応じてまちづくりを進め

る地区」としており、道路の完成が遅れると、道路

沿いのまちづくりや、その先にある踏切を除却する

ための立体交差化が遅れてしまいます。 

 

大和市議会議員  あかみね太一  
【プロフィール】沖縄県那覇市出身。昭和 55年 11月 27日生まれ。    

妻と通うダウン症の１０歳の娘、７歳の長男（福田小）と４歳の次男

の５人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

 政党や組織の支援を、一切受けずに大和市議会議員選挙に挑戦し二

期目の当選を果たす。一貫して議会改革を担当しており、市議会で最

も経験のある議員となる。防災や障害者福祉政策に精通。【討議資料】 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0024 神奈川県大和市福田６－１３－１フジコーポ福田３０１ 

 

  

■街路整備事業はまちづくりの「鍵」 

 

 

■そもそも街路整備事業とは？ 

 

 この街路整備事業は、丸子中山茅ヶ崎線の横浜市境から旧藤沢町田線までのおよそ１キロの区間にお

いて、車道の４車線化や歩道整備を行うために、神奈川県が主体となり進めている事業です。 

 大和市による事業開始にいたる説明によると、昭和５７年に地元から渋滞解消や安全確保のため、道

路拡幅の要望がなされ、平成元年に県道丸子中山茅ヶ崎線及び横浜厚木道路整備計画技術検討委員会が

発足し、平成２年に丸子中山茅ヶ崎線道路整備促進協議会が設立されるなど、地元住民や関係者の熱心

なご努力により、事業化に至ったとのことでした。 

しかし、丸子中山茅ヶ崎線街路整備事業は平成 15 年にスタートし、平成 21 年の事業完了を目指して

事業が進められてきましたが、２度の計画期間延長により、現在も事業は完了しておりません。事業に

必要な用地の取得が進まず、当初の予定では事業完了まで 6 年を見込んでいた事業が、15 年以上経過し

た今も、いまだに車道の４車線化は行われておらず、現在は平成３２年度末（平成３３年３月）の完了

を目指して整備が進められています。                    裏面に続きます 

 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●第１０３回みねスクエア 
８月２６日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  １０２和室 
●第１０４回みねスクエア 
９月２３日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第１０５回みねスクエア 
１０月２８日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  １０２和室 
公務や学校等により日程が変更になる場合があ
ります。恐れ入りますが参加される際は SNSな
どでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

■さらなる事業期間延期の可能性も 

 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私が無料で出張防

災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 

メールアドレス akamine1980@gmail.com 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 

大
変
お
手
数
で
す
が

六
十
二
円
切
手
を
お

貼
り
く
だ
さ
い
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先日、丸子中山茅ヶ崎線道路整備促進協議会の総会に委員として出席をさせていただきました。 

総会終了後に丸子中山茅ヶ崎線街路整備事業の事業主体である神奈川県厚木土木事務所東部センター

により事業の経過や今後の予定について説明がありました。 

そして、その説明の中で「事業に必要な 18,400㎡の用地のうち、平成 30年 7月時点の取得率は 72％、

13100㎡まで進んだが、残りの用地取得などの状況を考えると、平成３２年度の完成目標の達成はかなり

厳しい状況となっている」さらなる事業期間延長の可能性を明らかにしました。 

上の図にこれまでの事業期間延期の流れにについてまとめていますので、ご覧ください。 

事業期間の延長と道路の完成が遅れることは、桜ヶ丘のまちづくりに大きな影響を与えます。当初の

予定通り平成２１年に道路が完成していれば、桜ヶ丘周辺のまちづくりは今以上に進んでいたことでし

ょう。平成３３年３月までは、まだ時間が残されており、事業期間が延長されることが決定されたわけ

ではありませんが、今後も行政に期間内の事業完了を求めてまいります。 

丸子中山茅ヶ崎線街路整備事業の計画期間の推移 

事業スタート時 平成１５年２月２６日～平成２１年３月３１日完了予定 

計画延伸（延長）回数２回 

第１回 平成１５年２月２６日～平成２６年３月３１日に延期 

第２回 平成１５年２月２６日～平成３３年３月３１日に延期 


